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長崎変成岩類研究の百年史
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Abstract＝A　first　comprehensive　geological　research　on　the　Nagasaki　Metamorphic

Rocks　was　initiated　by　Tadayuki　Nasa’s　article　in1891A．D．Thereafter，geologists’

interest　was　largely　directed　to　the　geotectonic　division　which　can　be　allocated　to　the

Sangm　Metamorphic　Belt　or　Sambagawa　Metamorphic　Belt．The　Nagasaki　Metamor－

phic　Rocks　are　exposed　on　Iand　mainly　in　the　Nishisonogi　Peninsula　and　Nomo　Peninsula，

and30km　south－eastward　only　a　little　on　the　west　coast　of　Amakusa－shimoshima　with　an

interposing　sea　area．The　whole　area　covered　by　the　rocks　form　the　Nishisonogi　Zone。

The　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　are　lithologically　and　petrologically　akin　to　both

rocks　of　the　Sangun　Metamorphic　Belt　and　Sambagawa　Metamorphic　Belt．

　　A　hundred　years’contribution　to　these　matters　concemed　are　briefly　reviewed

according　to　the　following　three　stages　of　research　progress．And　the　present　writer’s

attention　is　focussed　on　importance　of　the　inbetween　Arita　Zone　which　can　link　the

Nishisonogi　Zone　to　the　Sangun　Metamorphic　Belt．

Eirst　stage（1890－1930）：Comparative　structural　analysis　and　geotectonic　division　on　a

　　static　basis．Belonging　to　the　Sambagawa　Metamorphic　Belt　is　dominant。

Seco甑d　stage（1930－1965）：Sequential　event（time－series）analysis　for　organizing　geologic

　　developments　on　a　dynamic　basis。Linkage　to　the　Sangun　Metamorphic　Belt　is

　　proposed．
Thi躍stage（1965一　　）：An　idea　of　the　linkage　is　still　needed　to　settle　and　conciliate　with

　　other　mling　hypotheses．The　interlinking　Arita　Zone　becomes　important．

要　　旨

　長崎変成岩類の研究は，1891年奈佐忠行が書いた長崎

県下全域にわたる調査研究報文を端緒とし，特にその地

体構造区分上の帰属について今日まで百年間多くの地質

家の注目を受けてきている．この百年間を次の三つの時

代にわけて，逐次年代別に研究の進展と討議の事績を顧

みた．

　1．明治一大正年間における地形及び地質概要に基づ

　　く，静的比較構造論の時代（1890－1930年頃）．三波

　　川変成帯帰属説のみ．

　2．昭和初期から40年代にかけての，地殻営力と時系

　　列変化を柱とする時階別の動的地質構造論の時代

　　（1930－1965年頃）．三郡変成帯も考慮される．

　3．昭和40年代以降の地球スケールのプレートテク

　　トニクスなど大規模水平移動による仮説提言の時

＊地質部

　　代（1965一）．有田帯の提唱．

　変成岩分布域が孤島状にばらばらに離散している場

合，それらをまとめて一つの変成帯として認識し確立す

ることは容易ではない．長崎変成岩類と三郡変成岩類と

の関係はこれまでよく論じられてきているが，変成岩類

の地層・岩石，地質構造，大構造，放射年代値を含めた

時代論など，どれ一つあるいは総合的に組み合わせて相

互対比を論じてみても間接的資料に過ぎず，直接的証拠

である“分布の連続性”を超えて強い説得力をもつこと

は難しい．三郡変成帯そのものの枠組みも当然のことな

がら，その西方延長が長崎変成岩類（西彼杵帯）に結び

つくのか否か決着がつけられていないのは，三波川変成

帯における“分布の連続性”と比べてみれば理解される．

　西彼杵帯と三郡変成帯とをつなぐものとして有田帯の

介在を予測した理由は，“分布の連続性”によって賛同・

Keywords：Nagasaki　Metamorphic　Rocks，Nishisonogi

Zone，Yobikonoseto　Fault，Saihi　Structural　Zone，Arita

Zone，Sangun　Metamorphic　Belt，Centenary　research
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承認を得たいためにほかならない．今後の研究は，この

有田帯の存在を実証する方向に進むであろう．

1．はじめに

　北西九州の結晶片岩類は研究報文に記載されてから百

年経っている。しかし，いまだに，三波川変成帯か三郡

変成帯か，あるいは別の地体構造区に属するのか，その

帰属がはっきりしていない（第1図）．

　この結晶片岩類は茜穫稗半島に最も広く分布し，次い

　の　も
で野母（長崎）半島の大部分を占め，南東方に約30km
　　　　しもしま
離れた天草下島西海岸にわずかに露出する．この結晶片

岩類の分布域の三地域問には海域が広がっていたり，あ

るいは新生代火山岩類に覆われているため，相互関係は

不明のままである．1880年（明治13年〉20万分の1全

国地質図幅調査計画に基づき，内務省勧農局地質課（明

治15年2月から農商務省地質調査所）によって調査事業

が開始され，地形図作成を先行させながら地質の概略が

明らかにされた．九州では「福岡」図幅の出版（鈴木，

1892，1894）を皮切りに，この結晶片岩類関連の「熊本」

（山下，1895，1896）が続いた．同時進行の形で，石炭

資源・窯業原料産出地として重要地域であった筑豊・唐

津・西彼杵半島・天草にかけて地質調査が行われ，長崎

県内の資料は地質図幅出版に先がけて重厚な報文として

出版されている（奈佐，1891）。この報文は，今からちょ

うど百年前の印刷であるが結晶片岩類についても詳細に

記述され，見事な地質断面図が描かれている（第2図）．

　それから約20年後，20万分の1「長崎」図幅（大日方，

1912，1913）が出版公表されるに伴い，この結晶片岩類

は，多くの著名な地質家の関心をひくところとなった．

しかし，その名称，地質構造，地体構造区分は多数の論

文等において言及されているものの（第1表），一般的に

受け入れられるような定説になっていないのが実情であ

る．なかには，新知見や見解変更によって所属考察を再

度更新された方もおられる．

　筆者は，三地域に離れて分布するこの結晶片岩類を一

括して長崎変成岩類と呼ぶ唐木田ほか（1969）の定義に

従ってこの名称を採用し，1982年以降帰属問題について

　　　　　　　　　　　　　　　　　にしそのぎ次のような立場をとっている．長崎変成岩類は西彼杵帯

　　　　　　　　　さいひ（上記三地域とその中に西肥構造帯が含まれる）の主要

構成体であり，東側に隣接する唐津炭田地域において伏

在基盤地質をなす有田帯を介して，更に東側の三郡変成

帯に続くとの考え方である．しかし，三地域の結晶片岩

類は独立した地質単元をなすとの考え（西山，1989）も

あり，現在でも全く別の見解も出されている．

　そこで，長崎変成岩類に関連した地質単元，地体構造

区分等の名称，研究対象の諸要素を整理・概観し，逐次

年代別に研究の進展と討議の中心をたどってみた（第2・

3表）．既にこの種の総括は，唐木田ほか（1969）が北・

中九州に点在する変成岩類の特徴をまとめ，広川（1976）

が長崎三角地域をテーマに九州・西中国を包む広域につ

いて多方面にわたって議論を展開し，また木崎（1979）

が琉球弧の活動を重複させた地質構造論を述べている．

本文では，上記三論文の成果を軸とし，またこれら論文

で紹介されなかった文献のうち重要なものを補完しつ

つ，1980年代の新知見を織り込みながら長崎変成岩類と
よびこ

呼子ノ瀬戸断層に対象を絞り，地質事象・地史解明に必

要な要因をまとめてみた．

　本文は，研究内容と傾向に基づきこれまでの百年聞を

三つの期間に区分するとともに，今後に予想される研究

に関して一章を設け，次の四章からなる．

　第1章は，明治一大正年間における地形及び地質概要に

基づく，静的比較構造論の時代（1890－1930年頃）で，長

崎三角地域と松山一伊万里線をめぐり地体構造区分が論

じられ，

　第2章は，昭和初期から40年代にかけての時階別の動

的地質構造論の時代（1930－1965年頃）で，地殻営力と時

系列変化を柱とする動的地質構造発達史が主に論じら

れ，

　第3章は，昭和40年代以降の地球スケールのプレート

テクトニクス・付加モデルなど大規模水平移動による仮

説提言の時代（1965～）で，日本海の開口に結びつける

など大胆な仮説が現われ，どちらかというと模索・混迷

の時代であり，

　第4章は，将来にむけて，仮説検証などのために必要

なexact　geology（徳田，1934，p．3）と地球物理学的

データ及び岩石物性悼データとを融合・統合化させて論

証する時代とし，特に，現在筆者らが作業中の試案を紹

介してみたい．

　なお，呼子ノ瀬戸断層の研究史は，他の資料とともに

巻末にまとめている．

　本文をまとめるに当たり，地質部加藤碩一氏から適切

な助言をいただいた．ここに記して厚くお礼申しあげる．

2．静的比較構造論の時代

黎明期の秀作：長崎及び周辺地域の地質は，奈佐（1891）

によって初めてその概要が示された．その当時（明治24

年），現在の西彼杵半島と野母半島の二つの半島は長崎の

南北両半島に屹立するとして「西彼杵半島連山」の名の

もとに，一つにくくられている．その報文には，長崎変

成岩類が，長崎県内最古の地質の結晶片岩層であり，こ
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第1図

Fig．1

九州における変成岩類及び花南岩類の分布を示す図（四万十帯を除く）

主に広川ほか（1976），今井ほか（1980），嘉村（1982）及び松井ほか（1989）から編集．1：新第三紀花闘岩類，2：白亜紀後期花南

岩類，3：白亜紀後期花闘閃緑岩類，4：白亜紀斑れい岩類，5：高丁／P変成岩類，6：低丁／P変成岩類，7：蛇紋岩類，8：古生代斑れ

い岩（一部先シルル紀），9：先シルル紀花陶岩・変成岩など，10：主な断層

A　map　showing　the　distribution　ofmetamorphic　and　granitic　rocks　in　KyOsh且（excluding　the　area　ofthe　Shimanto

Belt）．Compiled　mainly　from　Hir叱awa6地乙（1976），Imaiα磁（1980），Kamura（1982）and　Matsui（1989），1：

Neogene　granites，2：Late　Cretaceous　granites，3：Late　Cretaceous　granodiorite，4：Cretaceous　gabbro，5：High

T／P　metamorphics，6：Low　T／P　metamorphics，7：Serpentinites，8：Paleozoic　gabbro（including　Pre－Silurian），

9：Pre－Silurian　granites　and　metamorphics，10：Major　fault．
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第2図　長崎一野母崎間及び茂木一脇岬間の道路沿い地質断面図

　　　（奈佐，1891，折り込み第三図）　スケールを追記

Fig．2　Geological　cross－sections　along　the　routes　between　Nagasaki－Nomozaki　and　Mogi－

　　　Wakimisaki（Nasa，1891），

れと同種のものが武蔵国秩父郡三波川に発達している三

波川層で，紀伊半島から四国に現れるものに属し，太古

層（Archaean）の最新層である，と述べている．

長崎市より北方を“北半島区域”とし南方を“南半島

区域”として二分し，記載を進めている（第3図，“北半

島区域”の記載の一部；“南半島区域”については第2図

の地質断面図を参照）。この報文の巻末に付いている40

万分の1「長崎県管内地質略図」は四年後に出版される

色刷りの40万分の1「大日本帝国豫察西南部地質図」

（巨智部ほか，1895）の基礎図をなすもので，地質内容・

区分はほとんど同じとみて良い．奈佐（1891）は200ぺ一

ジを超す観察事項を中心とする報文の中で長崎県内地質

を網羅記載するとともに地下資源，特に煤炭としての石

炭と焼陶器原料の粘土及び陶石まで言及している．奈佐

（旧姓，本多）は，上記40万分の1豫察西南部地質図の

編集者の一人でもあったが，地質局及び地質調査所に在

籍の四年余り（1887．4－1891．7）の短期間に，長崎以外の

地質調査も行い，20万分の1地質図幅「日光」（奈佐，

1889，1888）及び「會津」（奈佐，1891，1893）を完成さ

せた地質家である．日本地質学の黎明期で全く資料のな

かった時代背景を考えると，奈佐（1891）の作成した地

質断面図は，野母半島などの地質構造をうまくとらえて

おり，驚異的ともいえる秀れた研究成果ともいえよう．

　他方，天草下島西海岸の長崎変成岩類については，山

下（1895，1896）は20万分の1地質図幅「熊本」の中の

記述でこれに触れ，この図幅地域内には露出しないが関

東山地の三波川から長野，静岡，紀ノ川，四国，佐賀関

半島，熊本県益城郡下陣村，天草下島に至る地域に分布

し，三波川層の名がついている，と述べその当時の地質

学界の考え方を紹介している．

日本地質図編集の試み：この頃から1900年にかけて，

16α万分の1，100万分の1，40万分の1及び20万分の1

の地形図や予察地質図が相い次いで出版され，また，地

質要報や地学雑誌において調査研究報文が公表される

と，それらを基礎にした日本地体構造論がドイツ語など

で活発に展開された．原田（18＄9），Harada（1890）に

よる日本地体構造図（300万分の1日本群島地質図を含

む）を初め，小川（1899）の日本群島地質構造論やRichth・
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長崎変成岩類研究の百年史（服部　仁）

第1表　　長崎変成岩類等に関する主要な名称一特に，長崎・

　　　西彼杵・彼杵の地名を付けた地質名称

Table　l　Main　geological　terms　concemed　with　the

　　　Nagasaki　Metamorphic　Rocks－chiefly　named

　　　after　the　local　names　of　Nagasaki，Nishisonogi

　　　and　Sonogi．

Sangun皿eta皿orpMc　rocks（三郡変成岩類）　：　Kobayashi（1941）
strata an（i　radiometric　ages，V：Nagasaki

結 西彼杵変成岩類　　　　　松本（1951），1／50万r鹿児島」（1954） Dreiecke，VI：metallogenic　province．

晶 長崎変成岩類　　　　　　橘（1955），唐木田ほか（1969）

片 彼杵変成岩　　　　　　　山下（1957）
1．地層。岩石 ①結晶片岩等の岩石学的性質

岩 筑紫山地変成岩　　　　　松本（1958）
②蛇紋岩類の源岩

類 西彼杵結晶片岩・　　　　今井ほか（1965）
③層席。岩相

彼杵変成岩類　　　　　　野田（1962）

高浜変成岩類　　　　　　田村（1968）
H．地質構造 ④一般走向（N－S性，緩傾斜）

地 Sonoki　Bending（彼杵轡曲）　：　Kobayashi（1941）
⑤摺曲軸の方向（N－S性），背斜軸，ドーム構造

質 西彼杵背斜　　　　　　　野田・牟田（1957）
⑥複数の摺曲軸（複軸変形）

構 呼子ノ瀬戸断層　　　　　長浜。松井（1958） ドーム構造，ベースン構造

造 大立島背斜軸　　　　　　橘（1962）

多以良一瀬戸断層　　　　井上（1964） 皿．大構造 ⑦呼子ノ瀬戸断層

⑧屈曲，水平移動，方向転換（静的・動的解釈）

Nagasaki　Dreiecke（長崎三角地域）　＝　Richthofen（1903）

地 Nagasakiwedge　　　　Yabe（1917） W．時代論 ⑨上昇の時代，被覆層による不整合の時代

体 九州西端変成地域　　　　都城（1965） ⑩放射年代
構 Nishisonogi　belt（西彼杵帯）　：　lsomi（1968），礒見ほか（1971）

造 彼杵帯　　　　　　　　　寺岡（1970）
V．長崎三角地域 ⑪中央構造線の西方延長：臼杵一八代線

区 西肥構造帯　　　　　　　猪木ほか（1979）
以北に当たり，内帯扱い

分 九州西縁構造帯　　　　　木崎（1979）

Arita　zone（有田帯）　：　Hattori　and　Shibatα（王982），服部（1984）
⑫中央構造線の西方延長：松山一伊万里線

母体一長崎半島リフト　：　木村（1983）
以南に当たり外帯扱い

西彼杵層群　　　　　　　長尾（1927） VI．その他 ⑬鉱床生成区

そ 彼杵鉱床区　　　　　　　牟田（1961）

の 村松型マンガン鉱床：　吉村（1952）

他 西彼杵型滑石鉱床　　　内田。牟田（1958） 独りその延長の方向と独立して東西に近き走向を主と
長崎火山岩類　　　　　　今井ほか（1965） す．」と述べ，西彼杵半島，野母半島及び天草の結晶片岩
西彼杵炭田　　　　　　　嘉村（1982）

類を一括して三波川系とみなしている．ところがこのよ

ofen（1903）の長崎三角地域（Nagasaki　Dreiecke）の

論文が最も良く知られている．

　小川（1899）は，原生界の三波川系について，（原文の

一部に加筆）「此の岩層の分布は片麻岩層に比して甚だ狭

く，蝦夷山系の西側に在るを最北とし，（百万分地質図に

は古生層との区別なし）北上山系の東南辺金華山にわず

かに小露頭を現せるほか，ほとんど全兆日本に現はれざ

るも関東山系に於ては著しき発育を示し，その北辺を成

す．赤石山系に於ても片麻岩層と古生層の間にその狭長

なる一帯を挟み，紀伊山系より四国山系に入りて最も大

なる発育を成し，九州の中部の東またこれに連り，九州

西北部なる彼杵半島は別に一塊を成して天草の西部に及

ぶ．その走向はいずれも山軸に並行し，彼杵半島のみは

第2表　　長崎変成岩類の地体構造区分の帰属を決定する主

　　　な要因
Table2　Diagnostic　geotectonic　features　classified　for

　　　determining　the　belonging　of　the　Nagasaki

　　　Metamorphic　Rocks。1：strata　and　lithology，

　　　II：geological　structure，　III：1arge－scale

　　　tectonic　element，IV：ages　of　uplift，overlying

　　　strata　an（i　radiometric　ages，V：Nagasaki

　　　Dreiecke，VI：metallogenic　province．

独りその延長の方向と独立して東西に近き走向を主と

す．」と述べ，西彼杵半島，野母半島及び天草の結晶片岩

類を一括して三波川系とみなしている．ところがこのよ

うな論文のなかで，彼杵半島は現在の西彼杵半島を意味

するのか，あるいは「西彼杵半島連山」のように野母半

島を含めた両方の半島を指すのかという疑問が残る．

詳細な記載：その後，金原（1907，1908）は20万分の1

地質図幅「人吉」のなかで天草下島高浜，大江付近に露

出する長崎変成岩類の構成岩と構造を次のように記載し

た．すなわち，主に絹雲母片岩が下位にあり，これを緑

泥片岩と石墨片岩の互層ぷ覆っている．絹雲母片岩は高

浜付近に最も発達し，走向北西一南東，北東へ30。傾斜し，

その上の互層は南方地域に露出し，東ないし南東に傾斜

し緩急一定しない．

　西彼杵半島における長崎変成岩類中に南北性背斜軸の

あることは，大日方（1912，1913）によって初めて記述

され，20万分の1「長崎」図幅に図示された．大日方の
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第3表　　長崎変成岩類に関する主な地体構造区分各説　　（①～⑬は第2表参照）

Table3Classified　opinions　on　the　geotectonic　division　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks．

三郡変成岩類 三波川変成岩類 琉球弧 別　個 帰属未区分 備　　　考

（三郡変成帯） （三波川変成帯） その他

奈佐（1891）①

山下（1895）①

大日方（1912）①

大築（1913）①

Koto（1916）⑧

Yabe（1917）⑧

小林（1935）⑪ 大塚（1935）⑪⑫

松本（1939） 中間地帯

Kobayashi（1941）⑧ 三郡変成岩類

小林（1951）⑧

牛来（1952）

岩崎（1953）①④

Koji鵬a（1953） 松本ほか（1953）

Kobayashi（1954）

Kobayashi（1955）

Kobayashi（1956）

山下（1957）④

Miyakαwa（1961）

牟田（1961）⑬

端山（1962）④⑩ 野田（1962）

Kimura（1963）④

都城（1965）①⑦ 九州西端変成地域

橘（1967）⑩

Isomi（1968）⑧ 西彼杵帯

唐木田ほか（1969） ①一⑤，⑦⑩

寺岡（1970）⑨ 彼杵帯

市川ほか（1970） ①②⑩

礒見ほか（1971） ①⑥⑦⑩

黒田（1971）②

広川（1976） ①一⑫，特に⑧

服部・礒見（1976） ①③⑥⑦

木村（1977）

猪木ほか（1979） 西肥構遣帯，②⑩

木崎（1979） 九州西縁構造帯⑥一⑧

Hattori＆Shibata 有田帯①⑨⑩
（1982）

服部（1984）

Faure　e‘aL（1988） ①一③⑤⑧一⑩

Kobay＆shi（1988）

西山（1989） 天草含めない

長崎変成岩類に関する部分について，岩石名などは原文

のままとし現代文調に手直しして再現してみる．すなわ

ち，西彼杵半島の結晶片岩類は「主に石墨絹雲母片岩で

これに緑泥角閃片岩を介有し，まれに陽起石片岩の薄層

を挟む．石墨絹雲母片岩は黒い点紋を有するものと，こ

れを欠くものとがある．緑泥角閃片岩には白い点紋のあ

るものとないものとがある．岩質は秩父地方に発達する

三波川系の中部を構成するものに類似し，その下部に属

する正式絹雲母片岩及び紅れん片岩は検出しないので，

調査地域の結晶片岩系は三波川系の中部に該当するもの

であろう（中略）．層向は概略すると，南北，北北東もし

くは北北西で，傾斜は三重以北の西海岸地方は20。一30。

W，半島の中部東側及び三重の南東地方はほとんど常に

東に傾斜し，中部は10D－20。E，東海岸地方は40。一70。Eを

示す．こうして西彼杵半島における結晶片岩系は一つの

背斜層をなし，その軸はほぼ半島の中軸に並行して半島
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第3図　西彼杵半島における結晶片岩についての日本最初の

　　　記載（奈佐，1891，p．76－77の一部）

Fig．3　First　description　of　crystalline　schists　of　the

　　　Nishisonogi　Peninsul訊（Nasa，1891）．

の西部を南北に走る」（第4図）．また，野母半島におい

ては「主に，石墨絹雲母片岩よりなり緑泥角閃片岩はこ

れと互層し，その層向傾斜は一定しないけれども，概略

南北もしくは北北東の層向を有するものが多い」。更に，

点紋の粒径や鏡下の観察事項についても詳しい記載があ

り，80年以上前の先駆的研究と感じさせない位正鵠を射

た考察が行われている．

　同じ様な記載は引き続いて出版された20万分の1地

質図幅「平戸」及び同説明書のなかで大築（1913，1917）

によって行われた．長崎変成岩類分布域北端における状

況は「結晶片岩系は中浦（七ツ釜近く）の東においては

60。NW傾斜，大串湾の海岸においては70。一75。Eでまれ

に70。W傾斜し，一般に禰曲に富む」とし，緩く波状糟曲

する様子が地質断面図（第5図）に描かれている．

　以上の二つの20万分の1地質図幅及び同説明書は，西

1）Tmghaiは中国語でTung＝東，Hai＝海を意味し，中国

では東シナ海の称．

彼杵半島の結晶片岩のなすN－S性背斜軸の禰曲構造を

明示している最も古い貴重な文献である．それにもかか

わらず以降の論文においてほとんど引用されないばかり

か，その存在すら言及されないで構造論が展開されてい

る．誠に奇異と言わざるを得ない．

広域地質図改訂：1917年（大正6年）までに九州北・中

部の20万分の1地質図幅及び説明書が揃い，また40万

分の1西南部地質図も改訂版（地質調査所，1916）とし

て，一方，新たに40万分の1「大日本帝国西南部鉱産図」

（井上ほか，1916）が出版され，新知見に基づく考察が

進められる環境が整った．Koto（1916）によるPeri－

Tunghai1）tectonic　line（Peri－Tunghai　mpture－1ine）

すなわち周東海構造線や，Yabe（1917）によるperi－

Tunghai　disturbance，縁東海擾乱が提案されているの

は，そのような条件のもとで可能であった．Koto（1916）

は，1914年桜島大噴火の報文の前段において西南日本の

地質構造の概要と桜島火山の位置づけを論じた．西九州

の結晶片岩類は福岡周辺地域に西彼杵半島，野母半島，

天草を含めて，Sambagawa－Mikabu　Seriesに区分さ
　　　タ
れ，長崎近くで突如として南へ屈曲し，天草西海岸から

4度（緯度）の中断ののち，（奄美）大島に再び現われ琉

球弧に続くものと考えた．

　1919年（大正8年）には，20万分の1地質図幅「敦賀」

（大築・清野，1919）が出版され，1880年（明治13年）

に着手されて以来39年の後，北海道を除く全98葉が完

成した．これらの成果は200万分の1「日本帝国地質図」

第2版（地質調査所，1926，大正15年）に取り入れられ

でひとつの区切りとなり，やがて昭和年代に移り7万5

千分の1地質図幅の時代になる．

　例えば，天草下島の大部分と天草上島南部に関する詳

細な7万5千分の1地質図と同説明書が納富（1930）に

よって作成された．その中で天草下島西海岸の東西幅約

3km，南北約10kmにわたる細長い範囲に露出する長

崎変成岩類の岩相層序と地質構造が解明されている．こ

のような基礎資料によって，藍閃石片岩等の特殊な変成

鉱物を含む岩石の発見・記載（自在丸，1937a，b，c）へ

と発展してゆくことになる．

　化石等による地質層序の確立，顕微鏡観察や化学分析

による岩石記載に基づく高精度の地質が把握され，学界

における論議も多様化と深化の道を進んでゆく．地体構

造論や比較論は，これまでの静的解釈から次の動的・成

因論的段階へと脱皮してゆくことになる．

3．時階別の動的地質構造論の時代

構造運動の成因論：二つの構造要素が交差し，対曲・屈
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」



地質調査所月報（第43巻第6号）

圖面一断質地島牛杵彼西
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第4図　西彼杵半島北部における背斜構造を示す東西地質断面図

　　（大日方，1913，p．21第二図）　スケールを追記

Fig．4　A　geological　cross－section　along　the　E－W　line　showing　a　synclinal　structure　in　the

　　northern　Nishisonogi　Peninsula（Ohikata，1913）．
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第5図　西彼杵半島北西端呼子ノ鼻付近における摺曲構造を示す北西一南東地質断面図

　　（大築，1917，折り込み図のうち第三図，海域の一部を削除）　スケールを追記，原図では水平：10万分

　　の1，鉛直：5万分の1

Fig．5　A　geological　cross－section　along　the　NW－SE　line　showing　a　synclinal　structure　around

　　Yobiko－no－hana，the　northwestem　tip　area　of　the　Nishisonogi　Peninsula（Otsuki，1917）

　　Vertical　exggerations：×2

曲・翼会（Flankenkettung）などの用語によって解釈さ

れた地体構造区分は，前述のような地質学の進展に伴い，

地質現象の時階解析，すなわち地史解明とともに動的解

釈を柱とするように質的変化をもたらす．

　この頃発行された岩波講座「地質学及び古生物学，磧

物学及び岩石学，地理学」は，学界における当時の論争

の状況を生き生きと映し出していて，一大ドラマを想起

させるような雰囲気を後世に伝えている．なかでも徳田

（1934）は，構造運動のモデル実験を行いながら，二系

統の構造線が翼会する場合の成因に触れ，圧縮性（com・

pression）及び展張性（tension）の側圧による水平移動

や垂直運動を考察し，太平洋側からの側圧説について批

判を加えている．特に西彼杵半島の長崎変成岩類の南北

性構造と中央構造線の位置について第6図（徳田，1934）

を提示し，中央構造線は大分一熊本線または松山一八代線

に当たり，その西南においては雁行状を呈すると解釈し
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ている．更に徳田（1934）は，鳥取県八嶺郡富枝村から

新たに紅れん石を含む結晶片岩を発見したことについ

て，外帯と内帯の結晶片岩の違いを論じている．しかし

この時点では，西彼杵半島の紅れん石片岩は発見されて

いないのか言及されておらず，長崎変成岩類が外帯のも

のではなく内帯に属することを図示しながらも（第6

図），地体構造区分上の帰属については明言を避けてい

る．

　徳田貞一は異端児であったのかたくさんの論文を書い

ているが，あまり文献として引用されていない．むしろ，

矢部長克，長尾　巧，大塚彌之助，望月勝海，大谷壽雄，

赤木　健の人達による，内帯，外帯，長崎三角地域，松

山一伊万里線，臼杵一八代線，中央構造線の西方延長など

に関する論文は良く知られており，広川（1976〉によっ

て詳しく紹介されている．これらの論文では長崎変成岩

類について観察事実の記載が乏しいことも考慮し，本文

では触れないことにする．

　このような背景の中で，小林（1935）は長崎変成岩類

の所属を福岡付近の結晶片岩類と同列に扱っている．こ

の段階ではまだ三郡変成岩類（三郡変成帯）の名称は提

案されていない．やがてKobayashi（1941）は，新知見

を含めて全国各地の地質データを整理・体系づけ極めて

詳しく記載した上で，時階解析に基づくダイナミックな

日本列島地質構造発達史を「佐川輪廻一The　Sakawa

Orogenic　Cycle……nこ構築した．この論文は，それま

で数10年続いた地体構造区分の考え方を一新するもの

で，論拠は具体的な野外の観察事実に基づくもので，立

派な英語によってしかも単独でまとめられた点など特記

される．また，その後今日まで50年近く巨塔のように君

臨してきていることも事実で，この論文は日本の地質学

における偉大なマイルストーンであるといっても過言で

はなく，長崎変成岩類研究の百年間のちょうど中間の峠

に位置している．

彼杵轡曲：Kobayashi（1941）は福岡付近の結晶片岩類に

初めて三郡変成岩類の名称を与え，秋吉造山運動によっ

てできたもので，後生の佐川造山運動による三波川変成

岩類から識別した．また，両変成岩類との関連で，Sonoki

Bending（彼杵轡曲）のダイナミックな構造運動の仮説が

提唱され，長崎変成岩類は三波川変成岩類が北方へ屈曲

したものに相当すると考えられた．しかし問もなく第二

次世界大戦に入り，終戦後を含めて暫らくの空白期間が

でき，長崎変成岩類について研究報文は生まれていない．

第二次世界大戦後，九州大学理学部地質学教室において

研究が進められ，篠原（1951）の滑石鉱床に関する卒業

論文によって西彼杵半島中央部より西寄りに複背斜構造

の存在が知らされた。また，松本（1951）は北（中）九州・

西中国地質系統表を作成し，その中で西彼杵変成岩類の

名称を三郡変成岩類と並べて明記している．しかし西彼
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第6図　西南日本西端部における縁東海擾乱による交差構造

　　　（徳田，1934，第八図）　スケールを追記

Fig．6　A　map　showingthe　crossedstructuremadebytwo　directions　one　ofwhichis　called　peri－

　　　Tunghai　disturbance（Tokuda，1934）．
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杵変成岩類の命名や定義は述べられておらず，また古生

界が（1）北部変成岩帯（三郡一豊ヶ岳一石見海岸），（2〉中部の

非変成秩父累層群の帯（西方に尖滅），及び（3）南部変成岩

　　　　　　もとやま帯（朝倉・田川一本山一山口・徳山）の三帯に区分されて

いるものの，長崎変成岩類がどこに対応するかについて

は言及を避けている．

　牛来（1952）は具体的な地質や岩石の記述を行ってい

ないが，西彼杵半島及び野母半島の変成岩類を古生代末

期一中生代初期（秩父地向斜時代末期）にできた三郡・本

山帯のものとして識別した（第7図）．松本（1951）の三

郡変成岩類及び本山・田川変成岩類の区分を適用すると，

前者の三郡変成帯には変成作用の時期とさほど遠くない

時期に逆入したと考えられる花嵩閃緑岩類（糸島型花嵩

閃緑岩類）が伴われるが，後者の本山・田川変成帯には

そのようなものはまだ確認されていないようであるとし

て，西彼杵半島及び野母半島の変成岩類を本山・田川帯？

に属させている．

　この考え方は，間もなく次の批判を受けることになる．

すなわち，岩崎（1953）は西彼杵半島と野母半島におい

て初めて点紋帯及び無点紋帯の配列構造を明らかにし

た．また，「この地域の変成岩類の構造的配列の方向は，

南北ないし北西一南東の方向であることが種々の地質現

象に現れている．（中略）北九州の低変成度結晶片岩類（三

群一本山変成岩類）に対する構造的な連関をつけること

は，常識的に極めて困難で，むしろ，それに対立する関

係にあることが疑われ，その諸特性よりして西南日本外

帯の三波川系結晶片岩に属せしめるのが妥当である」と

結論している．

　岩崎が根拠とした松本（1951）の論文には，三郡変成

岩類が北東一南西方向の構造を有するとは記述されてい

ないばかりか，三郡変成岩類と本山・田川変成岩類とを

明瞭に区別し，地質図上では地質構造も異なる方向を有

することが示されている．岩崎が三郡一本山変成岩類とし

て一括して扱ったようには論じていない．

　牛来及び岩崎の両論文を端緒として，長崎変成岩類の

帰属をめぐる議論が活発になり，諸見解は両帯にそれぞ

れ区別する説から，両帯を分離しない三郡一三波川帯説，

琉球弧に属させる考え方，別の帯や未区分など多岐にわ

かれていくことになる（第3表）．

　Kobayashi（1956a，b）は彼杵轡曲（1941）の考えを

改め，本山帯が鋭く南へ屈曲し，西彼杵半島に続くもの

で，琉球弧の移動によって引っ張られたものに違いない

（Fig．211n　farther　westthe　Motoyama　zone　appears

to　rm　into　the　Sonoki　peninsula，in　forming　a　sharp

グ

　　　　　　　　．’：騨！／　　冨3

　　　　　ノ23？〆’・二7
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領家常

三波川糟

　御荷鉾構造幣
　木墾成古生暦簿

　　（○印は二墜紀後期の礫岩層）

7．肥後片麻岩地域

第7図　本山一田川帯への帰属を示す地体構造区分図

　　　（牛来，1952，第6図）　スケールを追記

Fig．7　A　map　showing　a　geotectonic　division　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　belonging

　　　to　the　Motoyama－Tagawa　Zone（Gorai，1952）．
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bending　toward　the　south．l　These　bends　must　be　due

to　the　pull　by　the　shifting　of　the　Ryukyu　arc，if　the

proposed　horizontal　movement　is　accepted．）とした．

この論文は，1953年フィリッピンで開催された第8回太

平洋学術会議において発表され，3年後Proceedingsに

印刷されたものである（第8図）．しかしその刊行前に，

別途東大紀要（Kobayashi，1954）及びGeol．Rmdsch．

（Kobayashi，1955）の二論文の中で，類似の内容が発表

されている．

西彼杵背斜：その頃まで，長崎変成岩類がN－S性背斜

構造をもつことは，第4図に示すように大日方（1912，

13）や篠原（1951）によって理解されていた．更に細か

く記載を進めたのは野田・牟田（1957）で，次のように

西彼杵背斜を定義した．「半島東海岸大串村横浦以南で

は，確かに走向N20。E－N－Sで，傾斜E40。一70。，半島

西海岸では七ツ釜南部以南では走向N5。一20。E，傾斜

W20D－40。を示し，半島全体としてはここに1つの背斜

構造をつくっているが，これより北方に至るほど，東海

岸側では漸次走向をNW方向に，又西海岸側ではNE

方向に転じ，逐に七ツ釜北部から瀬川村南部にかけては

ほぽ東西の走向となり，大局的に見て半ドーム構造をな

している．背斜軸はほぽ風高峯西部から小松岳・藤平山

東側を通り，更に大瀬戸町奥浦附近を経て，遂に海中に

没し，その方向は北部ではほぼN15。E，南部では漸次南

北に近くなる．而もその傾斜は西翼に緩，東翼に急の非

対称的背斜構造を示し，北部では傾斜N10。一40。の半

ドーム状をなす．本地域内の結晶片岩類に殆ど岩相の変

化が認められないのも，実はかかる半ドーム状背斜構造

に基因して，同一層準の地層が広く分布するためである

と思われる．筆者らはここの背斜および半ドーム構造を

一括して西彼杵背斜と呼ぶ．」

　ところが実際にはその論文では西彼杵背斜の位置など

は図示されなかった．一方，同じ年，内田・牟田（1957）

は野田・牟田（1957）に基づくとしながらも，N　loE方

向の背斜軸を示す構造図を作っている（第9図）．

　山下（1957）は「一般には三郡変成帯のものとして取

り扱われていないが，筆者はこれらもその1員であると

考えている」として，野母半島の変成岩類（彼杵変成岩）

を取り上げている．岩崎（1953）がこの変成岩を三波川

系結晶片岩に属さしめるとの提案に対して，山下（1957）

は点紋帯と無点紋帯との分化及び構造的配列の南北ない

し北西一南東の方向の問題について反論した．特に構造的

方向については，「三郡変成帯の構造はおだやかな擢曲に

よって特徴づけられるものであり，（中略），後の地塊運

動その他によって容易に南北方向を示すことはきわめて

あり得ることである（後略）」と述べている．

放射年代：1960年代に入ると，放射年代測定値が全国的

に累積し，その解釈をめぐって議論は大きな振幅をみせ

た．その代表例が“GeologicDevelopmentofthe
Japanese　Islands”（Minato6！認，1965）編集のための

討議資料としてたくさんの貢献がなされた中で，長崎変

成岩類に関する端山（1962）の提言である．その主旨は，

三波川変成岩中の黒雲母K－Ar年代値80－90×106年は

Arの逸脱がさまたげられる温度に低下した以降の年令
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第8図　屈曲によって本山帯への帰属を示す地質構造図

　　　（Kobayashi，1956a，Fig．2）　スケールを追記

Fig．8　A　stmctural　map　showing　the　belonging　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　to　the

　　　Motoyama　Zonethrough　southwardbending　ofthegeneralstructuraltrend（Kobayashi，

　　　1956a）．
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　　醗13　　巨…4

第9図　西彼杵半島北部における西彼杵背斜を示す地質構造

　　　図　（内田・牟田，1957，第12図）．1：蛇紋岩，2：石墨石

　　　英絹雲母片岩，3：緑色片岩，4：蛇紋岩後の地層（古第三

　　　紀層，玄武岩類等）方位を追記，原図のスケール0－800m

　　　は誤りで0－8kmが正しい．

Fig．9　A　stmctural　map　showing　the　Nishisonogi

　　　Syncline　in　the　northern　Nishisonogi　Peninsula

　　　（Uchida　and　Muta，1957）．

であって，変成作用の時期との間には長大な時間間隙が

あってもよいのではないか，というものであった．そし

て三波川変成作用はやはり二畳紀末ないし三畳紀前半の

できごとであり，変成の時期は三郡・三波川両変成帯と

も同じであるとした．しかし，Minato4認（1965）に

おいては，長崎変成岩類の所属については触れられな

かった．

4．大規模水平移動による仮説提言の時代

1960年代後半：この時期に入ると，変成分帯研究のほか

呼子ノ瀬戸断層（長浜・松井，1958）への関心が高まっ

てくる（この断層の研究史は巻末資料のとおり）．長浜は

一連の研究のなかで古流向・斜層理・古地理図などの基

礎データを駆使し，呼子ノ瀬戸断層の運動史を編んでい

る．なかでも先第三紀基盤における圧砕花闘岩の記載は，

ペア変成帯を意識した都城（1965）の注目するところと

なった．都城は長崎変成岩類分布域を九州西端変成地域

と呼び，「この地域と圧砕カコウ岩との関係は，日本主部

における三波川帯と領家帯との関係に似ているのではな

いかとさえ空想される」とし，琉球弧に属する要素では

ないかと考えた．同じような見解は唐木田ほか（1969）

に見られる．この論文では，臼杵一八代線より北側の北九

州・中九州に点在する変成岩類を取り上げ，その帰属に

ついて新知見を加え諸要因（第亀表）を分析しつつ総括

している．しかし，長崎変成岩類の帰属については明言

を避け，西側の花閥岩とともに琉球列島の変成帯との関

連性を考えながら研究を進めたいと結んでいる．

　呼子ノ瀬戸断層に“中央構造線”に近い意義を与えた

のは，Isomi（1968）及び礒見ほか（1971）である．礒見

ほかの論文には，過去10か年間に得られた詳細な地質図

データ（広川・水野，1962；松本ほか，1962；大島，1964；

長浜，1965a，b；松井・水野，1966）や放射年代測定値

などの研究成果が活用されている．なかでも西彼杵帯と
箱の島帯との関連で，呼子ノ瀬戸断層の西隣にマイロナ

イト化した花闘閃緑岩が存在し，片麻状構造（本文では

フォリエイション）をもつこと，花嵩閃緑岩が北九州古

期花嵐岩に類似すること，長崎変成岩類が複軸の微襯曲

をもつ点で三郡変成岩に比較できることなどを挙げてい

る．

　Minato6地乙（1965）の改訂新版であり，日本語版の

「日本列島地質構造発達史」（市川ほか編，1970）では，

長崎変成岩類を所属未詳の結晶片岩類として次のように

簡単に触れ結論を避けている．すなわち，これらは，鉱

物組合せでは，緑れん石・アクチノ閃石・（藍閃石）帯を

示して三郡変成岩に似ており，原岩も筑肥山地の変成岩

に対比されるが，随伴する超塩基性岩類の性質はダンか

んらん岩一ウェールライト系列で，この点では三波川帯に

似ている．9個の白雲母放射年代も，三波川結晶片岩のそ

れに近く，59～94×106年の間にある．しかし，大きく地

体構造上からみて，一般走向N－Sに分布するこれらの

結晶片岩を，三波川帯の延長とみるのはやや困難である．

あるいは，琉球弧の連続と考えることも可能で，今後の

一課題である．この考え方は，唐木田ほか（1969）とほ

とんど同一と見てよい．

1970年代：この時期には，放射年代測定が多数行われ，

また変成岩の造岩鉱物の研究も進められるようになっ

た．更に鎌田泰彦によって作成された長崎県内各地の表

層地質図，すなわち，「大村」（鎌田，1973），「佐世保南

　　　　　　　こうのうら部」（鎌田，1974），「神浦」（鎌田，1975），「長崎」（鎌田・

堀口，1973）が出版され，長崎変成岩類の地質及び地史

の大要は理解されるようになった．特に，1976－79年の間

には重要な発見が続出した．野母半島南西部で変斑れい

岩の角閃石K－Ar年代が4．5億年（猪木ほか，1976）の

古い年代を示すこと，天草下島西端の長崎変成岩類の複

軸変形と花嵩岩ペグマタイトの貫入など（服部・礒見，

1976），広川（1976）による長崎三角地域のレビュー，変

斑れい岩の礫を含む礫質片岩の記載（西村・服部，1977），

西山（1978）の長崎市三重からヒスイ輝石の発見，西村
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暉希（1979）による古第三系中のオーソコーツァイト礫

　　　　　さいひの同定，更に「西肥構造帯」（猪木ほか，1979）や「九州

西縁構造帯」（木崎，1979）の提案である．広川及び木崎

の両論文並びに先に挙げた唐木田ほか（1969）は九州全

域及び琉球列島を含めた広視野にわたる総括的論文で，

難解な長崎変成岩類の位置づけを明快に提示している．

以下に主な論説を簡単に紹介する．

天草下島：服部・礒見（1976）は，天草下島の長崎変成

岩類は斑状変晶を含む比較的粗粒の結晶片岩からなるこ

と，その構造特性は分布域の中央部を頂点とする二枚貝

の貝殻を伏せたような緩い隆起にたとえられること，こ

の構造を規制する禰曲構造はN50。一70。Eへ15。一20。プラ

ンジするものとN40。W方向の緩い禰曲軸の二軸である

ことを明らかにした．更に斑状変晶中の包有鉱物を識別

することにより，変成作用はステージ1：藍閃石片岩相

に近い緑色片岩相と，ステージ2：緑れん石角閃岩相に

近い緑色片岩相に区別された．ステージ2の斑状変晶形

成時には火成岩（おそらく花闘岩）貫入による熱と物質

移動が関与したらしい．次いで呼子ノ瀬戸断層における

変位については花闘岩類上昇に伴って生じたのではない

かと示唆している．しかし，長崎変成岩類の帰属問題に

ついては明言を避けている．

長崎三角地域再考：一方，広川（1976）は長崎三角地域

に関する重要な問題として，①長崎付近の結晶片岩の所

属と②肥後変成岩が領家帯とどのような関係にあるのか

の2点であるとし，公表されているほとんどの論文・地

質図を網羅してそれぞれを紹介・論評を加えたのち，次

のように三波川帯に所属するとの新提案を行った．

　1）長崎付近の結晶片岩は三波川帯の延長であり，あ

る時期に三波川帯の南縁は松山・伊万里線付近にあった

が，白亜紀前の大変動により，九州北部において三郡，

領家帯が三波川帯とともに，秩父帯及び変成帯の西翼に

対し相対的の南に屈曲，移動したために，三波川帯主要

部から切り離されて現在のように孤立した．

　2）領家帯の南縁は鞘施変成岩と佐賀関変成岩の間を

通り，南に凸の弧を描きながら熊本付近を通り，雲仙岳

から北方に曲がって伊万里付近にずれるか引きずられて

北上し，南に折れ曲がって呼子ノ瀬戸断層に沿い，野母

半島先端西方付近から南西に方向を転ずるもの（第10

図）と推定した．

　これに対して，木村（1977，p．238－239）は長崎変成岩

類が三郡変成岩帯の西南方延長であると考えた．地質図

などの具体的資料の提示はないが，実地調査によったと

して，長崎市近くの長崎変成岩類の走向はかつて南北方

向をとると考えられていたのとは違い，北東一南西であっ

て三郡変成岩類の延長に当り，その源岩は三郡変成岩類

の源岩と連続していた地層とみなした．そして変成時代

と上昇とに関連した難問について，源岩は同じ時代の地

層であっても，また一つの連続した地域内にあっても，

低温一高圧型変成作用の最終時期は場所によって異なる

ことがあり得ると考え，三郡変成岩類の年代がジュラ紀

まで，あるいは白亜紀まで延びても別段不思議はないこ

とになる，と説いた．

新構造帯の提唱：その後，木村（1980，p．594－597）は西

彼杵半島における長崎変成岩類の地質構造について，奥

山（1978）の研究に基づき，初めに北西一南東ないし東西

の軸をもつ禰曲運動が2度あって，その後でこれが北東一

南西ないし南北の軸をもつ禰曲によって再楮曲してい

るとする見解を紹介し，かつて礒見ほか（1971）の述べ

た複軸の微禰曲の存在を裏づけるとともに，源岩のなか

に角閃岩，斑れい岩の岩塊の含まれることに触れ，これ

らの岩塊が海底地すべり起源らしいと述べている．これ

らの塩基性一超塩基性岩は，後年シルル紀一石炭紀前半の

　　　　　　　　　　もたい本州弧を復元するなかで，母体一長崎半島の超塩基性岩帯

のリフト（大地溝）の痕跡と考えられた（木村，1983，

p．1246－47）．

　時代がさかのぼることになるが，「西肥構造帯」を提案

した猪木ほか（1979）は長崎変成岩類の三郡変成帯への

親近性について以下のように述べている（一部省略）．「三

郡帯のなかには，点々と基盤岩が挟在しており，飛騨外
　　　　　　　　　　ながと縁帯の一部，舞鶴構造帯，長門構造帯などがその例であ

る．最近では，福岡市南東方の三郡帯にも4億年近い変

斑れい岩が知られている．だからといって，直ちに，長

崎変成岩類を含む地帯を三郡帯の延長ときめつける訳で

はないが，三波川帯にみられない現象と思われる．

　西南日本には，内帯，外帯を含めて，ほぼENE－WSW

方向に帯状分布する地質構造区分がなされており（北か

ら三郡帯，領家帯，三波川帯，秩父帯，四万十帯），いず

れも，九州の西側で，南方へ折れまがっているという傾

向を概観すると，この長崎変成岩類（西彼杵帯）も三郡

帯のなかに含ませることには余り抵抗は感じられない．

敢えて別の構造区分，琉球帯の延長などを考える必要は

ないようにも思える．

　広川（1976）による西南日本西半部地質構造概略図（第

10図）をみても，熊本市付近で中央構造線をNE－SW方

向からNW－SE方向に転じさせているあたりはいかに

も“苦しい”．ここで仮りに，三郡帯と西彼杵帯がつなが

るものとすれば，どうなるであろうか．少なくとも，み

かけの上では，他の構造帯，変成帯と調和的であり，基

盤岩を含む西肥構造帯があっても，長門構造帯のような
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第10図　三波川変成帯の南方への変位説を示す概念図

　　　（広川，1976，第14図）

Fig．10A　schematic　drawing　to　illustrate　a　large－scale　southward　movement　of　the

　　　Sambagawa　Metamorphic　Belt　which　is　linked　to　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks

　　　（Hirokawa，1976）．

ものと簡単に比較ができそうである」（猪木ほか，1979）．

他方，木崎（1979）は，長崎変成岩類分布域から南方
　　　　こしきごま　ほくさつ
へ天草諸島一甑島一北薩屈曲地域を含む南北に延びる帯

を「九州西縁構造帯」と呼び，変形の重複と綾状擾乱で

特徴づけられる大きな構造帯を設定した（第11図）．そ

こでは，白亜紀末期の長崎変成岩類の変形と変成作用（少

なくとも2回の重複変形）から，呼子ノ瀬戸断層で代表

される南北性断層と，野母半島に見られる北東性の断層

が活動した．更に，野母半島では基盤の野母変斑れい岩

複合岩体を衝上断層でひきずりあげている．その後，漸

新世一中新世中期の高千穂変動によって優勢なNW－SE

性の左横ずれ断層が新しく加わって綾状構造（twilled

stmcture）が生まれた．この傾向は琉球列島にまで拡が

るとした。
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第11図　琉球弧の影響によって生じた綾状構造を示す地質構造概略図

　　　（木崎，1979，第2図）

Fig．11A　simplified　geological　structure　showing　twilled　stmcture　which　is　made　by　over－

　　　1apping　of　the　later　tren（l　of　the　Ry且ky“Arc（Kizaki，1979）．

　1980年代前半には，放射年代測定値評価の観点から，

後半には詳細な変成岩岩石学の立場から，西彼杵半島及

び野母半島の地質と地体構造区分が考察された．

1980年代前半：Hattori　and　Shibata（1982）は，西彼

杵帯及び相の島帯の変成岩類と花闘岩類について，既存

の放射年代測定値24個に加えて新たに14個の測定を

行った．合計38個の資料に基づき西彼杵帯の長崎変成岩

類は地質構造区分上，三郡変成帯につながるものとした．

両帯の間には，唐津炭田を包む陥没帯があり，現地表に

露出していない先第三系基盤は変成岩であって西彼杵帯

と三郡変成帯とを地下で互いに結びつけているものと

し，これを有田帯と名づけた（第12図）．この有田帯は

両端が畑島一有明海断層と大村湾一天草断層によってそれ

ぞれ境されており，この地帯の有田流紋岩中に斑状変晶

を含む結晶片岩の捕獲岩が発見されていることから，長

崎変成岩類あるいは，三郡変成岩に類似の変成岩の伏在

の可能性を指摘している．この論文では，相の島帯の花
　　　たかぽ
嵩岩類が高帆山付近から西方海域の江ノ島まで25km
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第12図　三郡変成帯との間を結ぶ有田帯を提唱する地質構造区分図及び地質断面図

　　　（Hattori　and　Shibata，1982，Fig．3）

Fig，12A　geotectonic　division　and　a　schematic　cross－section　of　northwest　Ky貢sh貢showing　the

　　　presence　of　a　newly　proposed‘Arita　Zone’which　links　the　Nagasaki　Metamorphic

　　　Rocks　with　the　Sangun　Metamorphic　Belt．

以上の広い地域にわたって多種の岩相で貫入・固結して

いるが，花闘岩類の黒雲母K－Ar年代は89．2－93．1（±

4．7）Maの狭い範囲に収まっている（第4表）．これに対

して，西彼杵帯の長崎変成岩類は白雲母K－Ar年代16

個の測定値が60－89（±6）Maと29Maも幅のあること

がわかった（第4表の17個のうち1個はRb－Sr法によ

る92Ma）．この年代幅は，西彼杵帯における主要な地質

事象と地史の総括図（第5表，第13図）を参考にして，

放射年代値の地域別特性としてとらえられた．すなわち，

白雲母K－Ar年代は，天草下島83－89Ma（3個），野母半

島70－85Ma（3個），西彼杵半島60－85Ma（10個）になっ

ており，一方長崎変成岩類を不整合で覆う被覆層の地質

年代は，天草下島の白亜紀後期姫浦層群が最も早く，次

いで野母半島における三ッ瀬層や北浦層で少し若く白亜

紀末期一暁新世初期，西彼杵半島では漸新世中ないし後期

の西彼杵層群福島砂岩層である．このように被覆層の地

質年代と長崎変成岩類の放射年代値とは整合していて矛

盾は出ていない．放射年代値の数は十分多いといえない

が，不整合の地質年代も北側の方が若い傾向にあり，変

成域の上昇が遅かったことを読み取ることができる（第
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第4表　西彼杵帯及び相の島帯における放射年代値の幅　（Hattori　and　Shibata，1982，Table3）

Table4Summary　ofradiometric　dates　on　rocks　ofthe　Nishiosonogi　Zone　and　Ainoshima　Zone．

Category Geology 煎umber

of　dates
Time　range
　　　　　　　　（Ma）

Specimen Number
of　dates

Time　range
　　　　　　　　（Ma）

Time　span
　　　　　　（Ma）

Maximum
error（Ma）

1

Granitic　rocks　and

metamorphic　rocks

　　　　　　　（Ainoshima　Zone）

6 83　－93．1

Biotite 5 89．2－93．1 3．9 4．7

Total　rock 1 83 11

2

Granitic　rocks　and

pegmatitic　rock

　　　　　　　（Nishisonogi　Zone）

4 54．1－93．0

Biotite 2 54．1－77．1 23．0 7．3

Muscovite 2 88　　－93．0 5．0 3．2

3

Large　porphyroblastic

albite　spot－bearing

crystalline　schists

［Nagasaki　Metamorphic　Rocks］

　　　　　　　（Nishisonogi　Zone）

22 60　－92

Muscovite 17 60　　－92 32 6

Chlorite 4 61．8－75．7 13．9 15．6

Hornblende 1 91．0 9．3

4

Metagabbro　and　amphibolite

［煎omo　Metagabbr・Complex］

　　　　　　　（Saihi　Structural　Zone

　　　　　　　　in　Nishisonogi　Zone）

6 457－592

Hornblende
（Metagabbro） 4 457－　　480 23 65

Hornblende
（Amphibolite） 2 589－　　592 3 64

第5表　長崎変成岩類の各時階における主な地質事象　（Hattori　and　Shibata，1982，Table4）

Table5　1dealized　geologic　history　showing　various　stages　of　the　main　geologic　events　of　the

　　　　　Nagasaki　Metamorphic　Rocks。

Stage 1 2 3 4 5 6 7

Events

Sedimentation

E
u
り
o
戸
二
α
』
o
E
邸
一
Φ
Σ

Bu酉al

Porphyroblast

Local　heating

Retrograde

Upl　ift 一

Subsidence

Features
Conglomerate
wi　th

pebbles　of

Nomo図etagabbro

Recrysta1－

1ization　to
fine－gra董ned

Vari　ous
porphyroblasts

Segregated　vein

Large
porphyrobIast

Pegmatite
Granites

Granu潅ation

Various　veins

Hydrous
mineral　s

Pebbl　es
to
overlying
strata

GIaucophanitic　amphibole Barroi　site Deformation Hydration　by
weathering

Unconformity

14図）．難問は，潔蒲ダムサイトにおける4個の白雲母

K－Ar年代が60－81Maとばらつき，21Maの幅のある

ことで，これをどのような地質事象と考えるかというこ

とであった．一つの解釈として，粗粒の斑状変晶が測定

対象として鉱物分離されると（径0．25－0．5mm），変成作

用の最高潮期（第5表）から上昇に転ずるまでのより後

期の段階が記録され，他方細粒の場合は粗粒斑状変晶の

できる前のより古い事象を記録する可能性が述べられ

た．この推論は，低温高圧型変成帯では高温部が低温部

と比べて上昇の時期が遅く，若い放射年代値を生じ，低
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第13図北西九州における，主な地質事象と放射年代値との関係を示す総括図　　（Hattori　and　Shibata，1982，Table5）

Fig，13Summary　of　succession　of　main　geologic　events　in　northwest　Kynsh“，chiefly　on　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks，granitic　rocks　and

　　　　　　overlying　strata．Solid　circle：biotite　of　granitic　rocks，open　circle＝muscovite　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks，open　square：

　　　　　　homblende　ofthe　Nagasaki　Metamorphic　Rocks，open　triangle＝muscovite〈Rb－Sr＞，solid　square：homblende　ofthe　Nomo　Metagabbro

　　　　　　Complex，x二totalrock．
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第14図　長崎変成岩類の地域別放射年代値頻度分布図

　　　（服部，1984，第5図）

Fig．14Frequency　distribution　of　radiometric　dates　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks

　　　（Hattori，1984）．

変成度では古い値が出ていることを示唆し，早くから

ニュージーランドで知られていることである（Hattori

1968）．しかし，以上二つの論文の結論は，放射年代値を

用いて変成帯の地体構造区分を決めることの根拠が十分

確かでないことを訴えている．

　事実，野母半島においては西村祐二郎（1984）が低変

成度の無点紋帯泥質片岩2個について白雲母K－Ar年

代値153と177Maを得ている．両者とも白雲母は

80－150メッシュ（径約0．17－0．10mm）という微小結晶

が使われている．

1980年代後半以降：Faure6渉磁（1988）は，長崎市三
　　　　　　　　　　　　　　も　ぎ重付近の藍閃石含有石英片岩，長崎市茂木南西の黒雲母

含有塩基性片岩及び天草下島の石英片岩から，藍閃石，

黒雲母及び白雲母を5個分離し，Ar－Ar法で年代測定を

行い62．2－94．5Maを得た．彼らの結論は長崎変成岩類

の変成作用高潮期は90－95Ma以前にあり，その後呼子

ノ瀬戸断層の活動期に低度の構造運動があって，アルゴ

ン逸散が生じたため若い年代を記録した，というもので

ある．また，変成組織に言及し，漸新世一中新世の変動に

よって放射年代値がリセットされたものと考えた．更に，

結晶片岩のフォリエイションやリニエイションに加えて

斑状変晶の回転変形から類推される勇断方向解析によっ

て，西南日本が時計回りに50。回転するとの奇抜なモデ

ルを作り，これにMiocenebendingofSouthwestJapan

と名づけ，日本海の開口と結びつけた．

　他方Nishiyama6渉畝（1986）と西山（1989）は西彼

杵半島の長崎変成岩類について詳細な岩石学的研究をま

とめ，また野母半島の変成作用については西山・宮崎

（1987）と宮崎・西山（1989）が幾つかの新知見をもた

らした．

　まず，Naに富む輝石について，ヒスイ輝石の産出を初

めて報じた西山（1978）は，その産地西方の長崎市三重
　かしやま
町東樫山海岸において，Cr203を4％（重量比）含むクロ

ムオンファス輝石を記載し，その形成の場は外から幾つ

かの元素が導入されるような特殊な化学条件があれば低

変成度で可能であると論じた（Nishiyamaε砲乙，1986）．

この鉱物を含むのは長崎変成岩類の泥質片岩に挟まれた

蛇紋岩メランジ中のメタベイサイトー蛇紋岩コンプレッ

クス層（厚さ50－350m，延長2－8km〉内であり，具体的

には，そのなかの層状変斑れい岩中の更に厚さわずか20

mm以下の薄層部分である．

　ヒスイ輝石に似たクロムに乏しいオンファス輝石は，

野母半島西南部の亜熱帯植物園近くの海岸において蛇紋

岩類中に岩脈状及び構造岩塊として挟まれたメタベイサ

イトとの境界の反応帯に発見され，蛇紋石とメタベイサ

イトの粒間流体のA1203の化学ポテンシャル差の反応に

よって生じた，とその成因が考察された（西山・宮崎，

1987）

　宮崎・西山（1989）は長崎市から南方及び南西方に延

びる野母半島の長崎変成岩類について，緑泥石帯・ざく
　　　　　　　　　　　　　　　　かばしま　わきみさき
ろ石帯・黒雲母帯の3帯に変成分帯を行い，樺島・脇岬

周辺の花闘岩類の貫入に伴う接触変成域も図示した（第

15図）．緑泥石帯は塩基性片岩においてパンペリー石の

消滅によって，低温部と高温部に細分され，緑泥石帯と

ざくろ石帯の境界は泥質片岩中にざくろ石の出現によっ

て，またざくろ石帯と黒雲母帯の境界は泥質片岩中に黒

雲母の出現によって，それぞれ定義された．この論文に

おいて，片理を形成する黒雲母が広域的に存在すること
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第15図　野母半島における長崎変成岩類の変成分帯図

　　　（宮崎・西山，1989，第7図）

Fig．15A　simplified　geological　map　showing　metamorphic　zones　of　the　Nomo（Nagasaki）

　　　Peninsula（Miyazaki　and　Nishiyama，1989）．

が初めて明らかにされた．また蛇紋岩類に伴う塩基性変

成岩類を3型に区分し，そのうち源岩の組織・構成鉱物

の一部が残っている第1の型の変斑れい岩は粗粒角閃石

斑れい岩と単斜輝石斑れい岩などであり，猪木ほか

（1979）の提唱した西肥構造帯中の約4．5億年前の野母

変斑れい岩複合岩体とは異なっており，互いに混同を避

けるため後者を“（野母）古期変成はんれい複合岩類”と

称した．

　西山（1989）は西彼杵半島南部における長崎変成岩類

について，背斜構造の存在，各種岩相の産状と岩石記載

及び変成鉱物組成の検討を行い，全域がざくろ石帯に属

することを明らかにした（第16図）．この論文では，ア

ルカリ角閃石は石墨を含まない砂質片岩中のものとして

いるが，これは筆者が淡緑色石英長石質片岩と区分して

いる岩相に相当する（服部ほか，印刷予定）．第16図に

はアルカリ角閃石の累帯構造（核部簸熱＝Y，周縁部が

bニZ）が示され，光学的性質とEPMA分析によって狭義

の藍閃石が確認されている．この産出は野母半島や天草

下島では未発見であり，変成条件比較上の重要な鍵と

なっている．ヒスイ輝石を同定している西山は，その産

地の三重町周辺の蛇紋岩及び緑色岩複合岩体を詳細に研

究し，結晶片岩中に構造的に貫入した一種の蛇紋岩メラ

ンジと考え，変成作用時における反応帯の形成には，反

応促進型延性変形や水圧破砕のような反応と変形の連結

作用が重要な役割を果たした，と結論している．

　更に地体構造区分に言及し，西彼杵帯における西彼杵

半島，野母半島及び天草下島の3地域の変成岩は連続し

た地質体ではなく，重力異常値の急変する帯などによっ

て推定される構造線によって境されている可能性を指摘

した（西山，1989）。

5．仮説検証の時代

　三郡変成岩類の分布は極めて断片的であり，例えるな

らば大洋中の孤島のように離散しており，陸続きで変成

帯として認識され易い三波川変成岩類の場合と対照的で

ある．
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第16図　西彼杵半島中・南部における泥質・砂質片岩中の変成鉱物の共生分布図

　　　（西山，1989，第2図）

Fig．16A　map　showing　metamorphic　mineral　assemblages　in　pelitic　and　psammitic　schists　in

　　　the　central　and　south　Nishisonogi　Peninsula（Nishiyama，1989）．

有田帯：長崎変成岩類は，三郡変成岩類の分布域西端か

ら約40km西に隔って位置する．両者の間をつなぐもの

として有田帯が提唱されており（Hattori　and　Shibata，

1982），この有田帯に三郡変成岩類及び長崎変成岩類に類

似の岩石が確認されれば，長崎変成岩類を三郡変成帯に

結びつけることの説得力が増す．現在，有田帯の地下地

質については，有田流紋岩中の捕獲岩のもたらす資料が

一つの手懸りである．すなわち，唐木田ほか（1969）に

よれば「有田流紋岩を構成する凝灰角礫岩中の角礫とし

て，点紋黒色片岩（西彼杵変成岩類に類似）が発見され

ている．」有田帯内には，有田流紋岩のほか新第三紀以降

のアルカリ玄武岩，ソレアイト玄武岩，安山岩が噴出し

ているので，もしそれらに捕獲岩が発見されれば，その

岩石記載に期待したい．

　他の方法は，有田帯における唐津炭田を構成する堆積

岩類のうち，礫岩の礫質が示唆する至近後背地の地質の
　　　　　　　　きしま検証である．漸新世杵島層群の礫岩には粘板岩の礫が含

まれている．粘板岩は弱変成岩であって，砂岩と比べる

と礫として残存する可能性は低いので，その存在は近く

に広域変成帯の低変成度の岩石が露出していたことを暗

示する．まだ結晶片岩礫，特に斑状変晶を含む泥質・砂

質片岩や緑色片岩が発見されていない．これまでに実施

された石炭探査のためのボーリング資料から爽炭層の基

盤地質がわかれば最も確実な判断証拠になるので，その

種の資料に接してみたい．

野母半島及び周辺の基盤地質：長崎変成岩類は，西彼杵

半島，野母半島及び天草下島西岸の三地域にわかれて露

出し，全体が西彼杵帯としてまとめられている（lsomi，

1968；礒見ほか，1971）．西彼杵半島の結晶片岩は長崎市

街地北西部まで南下しており，約10kmの間長崎火山岩

類に阻まれて，その南側すなわち長崎市街地南方で野母

半島のつけ根から南西方に連続している．したがって，

両半島における長崎変成岩類は一つの変成帯として位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かやきづけることに異論はないであろう．野母半島西側の蚊焼一

脇岬断層は西彼杵半島から延びている斑状変晶含有結晶

片岩の分布を断ち切る．この断層の西側は野母変斑れい

岩複合岩体と低変成度の結晶片岩が露出し，西肥構造帯

をなす．なかでも，野母半島先端部ではこの変斑れい岩
　　　　　　　　　　　の　もざきに貫入された千枚岩があり，野母崎片状岩（Hattori　and

Shibata，1982）として区別されている．
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周辺海域の地質：西彼杵半島の呼子ノ瀬戸断層西側には

海域にも花闘岩類が分布し，長崎変成岩類は存在しない．

一方，野母半島先端の北西方5kmの三ツ瀬には，局部的

に走向N20。W，傾斜70。Eのフオリエイションをもつ花

南閃緑岩があり（服部・礒見，1976），長崎変成岩類は分

布しない．長崎変成岩類の南への広がりは，天草下島方

向よりもむしろ野母半島の伸長方向と同じNE－SW方

向に顕著である．海域における資料（Inoue，1975；木村

ほか，1975；水野ほか，1977）によれば，野母半島の南
　　　　あじそ　ね
西25kmの鯵曽根や，更に南西に向けて野母半島から約

80kmまで，長崎変成岩類が海底に露出しているらし

い．

　野母半島方向に総延長100kmを越えて細長く延びる

長崎変成岩類の実態はまだはっきり確認できているわけ

ではなく，この中に野母変斑れい岩複合岩体など古期岩

類からなる西肥構造帯の状況も把握されてはおらず，不

確定要因の多い地域である．ここから天草下島西岸まで

約30kmの海域における海底地質調査では，基盤地質の

相互関連を考察するための資料に乏しい．

　天草下島西岸沖合1kmには，300m四方に広がって

大小20－30個の瀬が散在する．このうち高さ30－40mに

突起する大きな瀬5個位が南北に連らなって大ヶ瀬の主

体をなす．大ヶ瀬の主体は中粒角閃石斑れい岩からなり，

一般にN40。W，鉛直方向のフォリエイションを示し，な

かに角閃岩の破片を取り込んでいる．珪長質岩脈がN－S

性走向，鉛直に多数貫入したり，全体がN－S性のマイロ

ナイト化を受けているなど，この大が瀬斑れい岩複合岩

体（服部・礒見，1976）は，野母半島西側の野母変斑れ

い岩複合岩体（猪木ほか，1979）の性質に酷似する．た

だし，分布の伸長方向が天草ではN－S性であるのに対

し，野母半島ではNE－SW性と斜交している．両者が直

接つながるか，雁行状に南東にずれてゆくか，海底地質

データからは判断できない．

地球物理データ：他方，西彼杵半島西方及び野母半島周

辺海域並びに天草灘においては，石炭及び石油の探査の

ため空中磁気探査が行われており，帯磁率に関する資料

が整っており，また陸域を中心とする重力異常の基礎資

料も解析可能の状況になっている．

　既に西彼杵炭田については嘉村（1982）が，西彼杵半

島と野母半島と隣接海域㊧海底地質について詳細な解析

を行い，爽炭層の基盤地質である長崎変成岩類，花闘岩

類と呼子ノ瀬戸断層の分布を明示している．天草下島周

辺の陸域については，斎藤・服部（1990）及び斎藤（1990）

による岩石物性値のデータが利用できるので，これらの

岩石物性値と地球物理のデータとを組み合せて空白域で

ある野母半島と天草下島の問の海底地質の状況につい

て，連続体とみなせるかどうか推論を進めてみたいと考

えている。

6．まとめ

百年史以前：長崎は西欧・中国・朝鮮からの文化・科学・

宗教滲透の港口として機能してきている歴史的事実か

ら，博物学に秀いでた技術者・宗教家が訪れていたに違

いなく，特に欧州人による地質学的記載などの報文が豊

富に残されていてもおかしくない．石炭が広域にわたっ

て産出することや金・銀が西彼杵半島北東部（現在の長

崎オランダ村近隣）大串鉱山から産出したことなど，日

本の鉱山事情が外国人の求知心を刺激したことは想像に

難くない．実際，江戸開府以前の慶長5年（1600年）か

ら約50年間に相当の金が国外に流出したことは確かな

ことといわれる（服部，1972）．そうした史実から鉱山開

発・選鉱精錬・冶金などの技術に関連して地質学報文が

期待されるのである．しかし，筆者の調査はこの面に及

んでいない．

　長崎市周辺の地質に関しては，明治初期（1870年代）

コワニエの結晶片岩等の記述が知られているけれども

（今井，1966），学術的意義から判断すると奈佐（1891）

の系統的報文とは比較にならない．地質学の胎動期は江

戸時代初期にさかのぼる可能性は低くないものの，長崎

変成岩類研究の事始めとして奈佐（1891）を位置づけて

も抵抗はないであろう．

百年史：最初の静的比較構造論の時代（1890－1930）には，

今日にも通じる的確な地質の記載が行われている反面，

その存在意義を失ってきた松山一伊万里線や長崎三角地

域の論争，加えて琉球弧との関連で大構造論が盛んに進

められた．この時代，長崎変成岩類は三波川変成岩類と

みなす考え方が支配的であった．

　第2の動的地質構造論の時代（1930－1965）には，日本

列島の地質構造発達史が体系づけられている．長崎変成

岩類の造岩鉱物の記載，構造モデル実験，三郡変成岩類

の認識と命名，佐川輪廻などダイナミックな解析が進め

られた．長崎変成岩類が，三郡変成岩類に帰属ずる可能

性も指摘されるようになづた．この時代小林貞一は，長

崎変成岩類を最初三郡変成岩類に（小林，1935），

“Sakawa　OrogenicCycle”のなかでは彼杵轡曲を提唱

し，三波川変成岩類に（Kobayashi，1941），そして極東

の地質を論ずるなかで本山帯の三郡変成岩類に帰属させ

（Kobayashi，1956a），自ら見解を二回更新している．

このように長崎変成岩類の地体構造区分上の位置は，新

知見とともに微妙に揺れ動いており，大方の確固たる合
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意が得られる状況ではなっかった．

　第3の段階は，プレートテクトニクスなどの大規模水

平移動を取り入れた仮説提言の時代（1965一）である．こ

の時代は長崎変成岩類の放射年代値の集積や地質構造解

析及び岩石学的研究が進み，重要な発見が続いた．しか

し依然として地体構造区分に関しては，三波川変成岩類

に帰属させる見解が弱まらなかった．また，長崎変成岩

類の名称に関しても用いられ方が大きくゆらいでいる

（第1，3表，第22図）．

仮説とexact　geoiogy：大規模な水平移動に基づく仮説

（最近の例では広川，1976による三波川変成帯の約100

km南方への屈曲・移動）は，模式的というかモデル図に

よる提案に終わっている．距離・深度・時間などのスケー

ルの入った時系列変化としてほとんど考慮されていない

ばかりか，移動を設定した時期の前後や周辺の広域地質

への影響と波及効果は無視されている．

　長崎変成岩類を取り巻く周辺地域の地質は，白亜紀末

期以降第四紀に至るまでほとんど途絶えることなく火山

岩類・堆積岩類が分布しており，特に，古第三紀爽炭層

など地下資源に富む地域では，詳細な地質構造解析に加

えて古地理図も多く作成されている．こうした具体的な

地質図・地質断面図・古地理図等の資料に照したとき，

提唱されている多くの仮説は果してうまく整合するので

あろうか．

分布の連続性：三波川変成帯の場合，フォッサマグナを

挟んで，東側の標式地の関東山地と西側の赤石山地とは

約60kmの不連続域があり，その上，両側では地質構造

は同じではない．目を更に西方に向けると，伊勢湾・紀

伊水道・豊後水道では，海域のため陸上露岩がなく連続

性が断絶するものの，三波川変成帯を包む大局的な地質

構造から全域が一つの変成帯として，過去100年以上に

わたって何の異議も唱えられることなく，認知されてき

ている．四国中央部を例にとるならば，そこの三波川変

成岩類は原岩の地層の槽曲状況，禰曲軸方向などの地質

構造や変成度・変成分帯はどれも，三波川変成帯として

の伸長方向，すなわち中央構造線方向に斜交ないし一部

で直交する．一般に変成帯分布の大枠と内部の地質構造

とは一致しない．

　一方，三郡変成岩類の場合，九州における三郡変成岩

類の分布の枠組みは無定形といって良い．このような状

況で三郡変成帯としての分布の伸長性や，個々の変成岩

分布域内部の地質構造を比較し，相互関連を論じ対比す

ることは極めて難しい．

　もし対比を試みても，その結果について説得力は弱い

ものである．長崎変成岩類の帰属が容易に決められない

のは，まさに，“分布の連続性”が十分でないからにほか

ならない．三波川変成帯のように“分布の連続性”こそ

が最も合意の得られ易い検証方法と考える理由はここに

ある．

　有田帯を提案した背景には，大規模な水平移動や屈曲

の考えを導入することなく，たかだかkmオーダ程度の

断層転位で至近の地質との親近性，つまり“分布の連続

性”を期待し説明することができないだろうか，という

のが発端なのである．今後の検証にかけてみたいと思っ

ている．

〈巻末資料＞呼子ノ瀬戸断層の研究史

最初の定義：呼子ノ瀬戸断層は，長浜・松井（1958）が
　　　　　　　かましき西彼杵半島北西端の釜敷山と西方沖合の寺島との間の海

底1こ設定したもので，NNE－SSW方向の推定構造線と

して定義された（第17図）．標式地が海底であるためそ

の正確な位置は確認されなかった．しかし，周辺海域の

沿岸や島懊における詳細な地質解析によって，呼子ノ瀬

戸断層（推定）の性質は以下のとおり具体的にとらえら

れている．すなわち，本断層は西側の地塊が側圧によっ

て衝上し，その落差は数100mに達する．本断層の西側

においては，推定断層線に沿って圧砕花闘岩が分布し，

これを基盤にして古第三紀の赤崎層群・寺島層群・松島

層群及び西彼杵層群が東から西へ順次累積し，その地層

の傾斜は本断層から西方約1km以内では40。一60。Wを

示し，西進するにつれて10。W位に緩くなる．これに反し

て本断層の東側においては西彼杵層群が長崎変成岩類を

直接不整合に覆っており，地層の傾斜は10。以下と緩い

上に，下位の赤崎層群・寺島層群及び松島層群を欠如し

ている．本断層の性質は北方の佐々川断層の性質に類似

するとして，佐々川一呼子ノ瀬戸断層構造線を形成する可

能性を長浜・松井（1958）は指摘している．

陸域での確認：　呼子ノ瀬戸断層の南方延長を陸域にお

いて，その位置と性質を確認・考察することは橘（1962）

によって初めて行われた（第18図）．実は，高帆山東方

におけるN－S性断層の存在は，野田・牟田（1957）が図

示する以前に，長尾（1927a）によって既に記載されてい

たが注目されることはなかった．長尾は西側の花闘岩と

東側の結晶片岩系とがこのN－S性断層で接する様子を

地質図で明らかにしている。また同様の断層は50万分の

1地質図幅「鹿児島」（五十万分之一地質図編纂委員会編，

1954）においても示されている．橘（1962）は，野田・

牟田（1957）が行った西彼杵半島北部に関する地質構造

解析のなかから，西彼杵背斜西翼における大瀬戸町柳か

ら南に延びるN－S性断層を特に重視し，これを呼子ノ
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第17図　呼子ノ瀬戸断層を最初に定義した地質構造図

　　　（長浜・松井，1958，第4図）

Fig．17A　map　showing　geological　stmctures　of　northwest　KyOsh且an（1the　line　of　the

　　　Yobikonoseto　Fault　at　the　time　of　its　original　definition（Nagahama　and　Matsui，1958）．
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第18図　呼子ノ瀬戸断層の南方延長部を位置づけた図

　　　（橘，1962，p．30）

Fig．18A　map　showing　the　major　faults　on　the　west　of　the　Nishisonogi　Peninsula，particularly

　　　the　southem　extension　of　the　Yobikonoseto　Fault（Tachibana，1962）．

　　　　　　　　　　　　　おおだて瀬戸断層と呼んだ．この断層は，大立島背斜軸（大立島

から東に向かって湾曲した白亜紀花嵩岩類の東西方向の

隆起部）を切っており，地質構造上相当大きな断層であ

るとその意義を強調しており，長浜・松井（1958）の呼

子ノ瀬戸断層とは一致しないが，と断わりながら同一名

称を付した．

　呼子ノ瀬戸断層がN－S性方向をもつこと，しかも先

第三紀基盤岩類の地質構造を規制したものとして位置づ

けた橘（1962）の先見性は高く評価される（第18図）．

その当時，花闘岩類と東側の結晶片岩類とが，呼子ノ瀬

戸断層を介して直接並置する点には触れられておらず，

更に南方への呼子ノ瀬戸断層の延長部は真直ぐ南へ海域

までに引かれているが，その位置は確かなものではな

かった．

断層運動の性質：同じ頃，長浜（1962）は呼子ノ瀬戸断

層の運動像について，主に（1）先第三紀，（2）寺島断層堆積

後から松島層群堆積にかけて，及び（3）西彼杵層群堆積以

後の3時期を区分した．断層運動の際上昇した側は活動

時期によって一定せず，（1〉では不明，（2）では東側が上昇，

（3）は西側が上昇したと論述した．特に（1〉の時期において

圧砕花闘岩と結晶片岩を直接隣り合わせる断層として図

示（第19図）したのが注目される．この研究においても

呼子ノ瀬戸断層は最初の定義どおりまだNNE－SSW方

向に描かれていた．

　井上（1964）は，崎戸・松島炭田における西彼杵層群
　　　　　　　　　　　　　た　い　ら下部の堆積環境を論ずるなかで，多以良一瀬戸断層を設定
’
し
た
． この断層は，上述のとおり，長尾（1927a），50万

分の1地質図幅「鹿児島」及び野田・牟田（1957）によっ

て図示された断層に相当するものである．井上は橘

　（1962）と同じようにこの断層が呼子ノ瀬戸断層の南延
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第19図　呼子ノ瀬戸断層を介して，長崎変成岩類と花嵩岩類が隣接する状況を示す地質断面図

　　　（長浜，1962，第4図）

Fig。19Schematic　geological　cross－sections　showing　different　movements　along　the　Yobiko－

　　　noseto　Fault　and　the　contactrelation　ofthe　Nagasaki　Metamorphic　Rockswith　granitic

　　　rocks　on　the　west　side（Nagahama，1962）．

長部分であり，大瀬戸町樫浦から雪ノ浦まで延びるもの

とし，詳細な地質図と地質断面図（第20図）で二つの断

層の関係を明らかにした．そしてこの断層は本地域の地

質構造及び古第三系の堆積に大きな意義を持つものと述

べた．

　呼子ノ瀬戸断層提唱者の一人である長浜が同断層の南

方延長について橘（1962）の指摘どおりのN－S性断層，

すなわち井上（1964）の多以良一瀬戸断層と結びつけるの

はNagahama（1964）からである．その後，長浜は北西

九州における第三紀堆積岩類の古流向及び斜層理に注目

し，礫径を含めた膨大な測定データを基に，堆積域，砕

屑物の供給方向，呼子ノ瀬戸断層の位置・運動を精細に

描き，古地理図とともに地質構造発達史をまとめている

（長浜1965b）．この中で呼子ノ瀬戸断層は，現在確認さ

れているオラビ瀬あたりの沿岸域付近まで破線で図示さ

れている．

　先第三紀の断層運動を重視し，その断層の挙動と性質

が“中央構造線”に似ると考えたのは，礒見ほか（1971）

である．すなわち呼子ノ瀬戸断層の第1段階の運動は，

花闘岩類のマイロナイト化を伴うべきもので，中央構造

線の鹿塩時階の活動に対照された．そして地質構造区分

の上では，相の島帯と西彼杵帯との境界をなすべきもの

であり，先第三系の大きな構造線とみなされた．

南方への延長：その後の研究（例えば服部・礒見，1976；

Hattori　and　Shibata，1982）では，礒見ほか（1971）

の見解がそのまま踏襲されている。以上の研究までで呼

子ノ瀬戸断層に関する主だった地質事象（変位，性質，

古地理など）の概略は把握されている．しかし，断層の
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第20図　呼子ノ瀬戸断層と多以良一瀬戸断層との関係を示す地質断面図

　　　（井上，1964，第2図）

Fig．20　Geological　cross－sections　illustratingtheYobikonoseto　Fault　and　the　Taira－Seto　Fault

　　　（lnoue，1964）．

位置そのものや露頭記載はほとんどなかった．他方，大

島から南方の野母半島北側の端島・三ツ瀬にかけての海

域における炭田地域（西彼杵炭田）について嘉村（1982）

は，坑内・坑外地質調査，ドレッジ調査，音波探査，重

力調査，磁力探査，地震探査，試錐調査の検討結果を総

括した．この論文では，呼子ノ瀬戸断層は多以良一瀬戸断

　　　　　　　　　　　　おきのいそ層に連続し，南延長はオラビ瀬，沖磯と海岸の問に想定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみされ，更に南延長は平瀬西方を通り，福田岬沖から神ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　が島に推定される断層に連続する可能性から長崎湾一小ケ
くら

倉町付近まで呼子ノ瀬戸断層が達していることが示され

た（第21図）．

長崎変成岩類と花嵩岩類との関係：呼子ノ瀬戸断層の古

第三紀以降の運動像は解明されてきたが，長崎変成岩類

と花闘岩類の両者がこの断層で接する以前，互いにどの

ように対置していたかは依然として未解決のままであ

る．すなわち，花嵩岩類の被貫入岩は現在の地表調査か

らは判断できないのである．長崎変成岩類研究の百年に

わたる長い歴史のなかで，花嵩岩類との関係は記述され

たことはないものの，貫入関係を推定して地質断面図に

表わされている例はないわけではない．

　例えば，長尾（1927b）は地質断面図のなかで，断層は

印していないが花嵩岩の東部では結晶片岩に花闘岩が貫

入し，西部では赤崎層などに不整合で覆われ，西彼杵層

群（新称；Nishisonogi　Group）下部の板ノ浦累層

（ltanoura　Beds）によって花闘岩も結晶片岩も被覆さ

れることを示した．また，井上（1964）は西彼杵層群下

部の化石相を論ずるなかで（第20図），花嵩岩類の西縁

に断層を，東縁に貫入関係を図示している．しかし，断

層露頭の記載，特にボーリング資料から大瀬戸花闘閃緑

岩と長崎変成岩類が直接隣り合わせになっていること，

呼子ノ瀬戸断層及び並走する断層群の運動像が一層浮き

彫りにされるのは，5万分の1「神浦」図幅（服部ほか，

印刷予定）になってからである．
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　　　（嘉村，1982，第1図）

Fig．21A　simplified　geological　map　showing　distributions　of　each　geologic　unit　and　major

　　　structures，particularly　the　entire　positions　of　the　Yobikonoseto　Fault（Kamura，1982）．
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l石炭紀一ジュラ紀
lCarbonifer・ustoJurassic

第22図　地質調査所発行地質図幅における長崎変

　　　　　成岩類の区分及び凡例　（1950年代以降）

Fig．22　Diversified　classifications　of　geologic

　　　　　divisions　apPeared　in　legends　of　geo1・

　　　　　ogical　sheet　maps　at　different　scales

　　　　　published　by　the　Geological　Survey　of

　　　　　Japan＜since19507s＞
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